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論 文 内 容 の 要 旨
頚部または上胸部食道の悪性腰痛や良性狭窄に対する外科的治療としての食道再建術は, 胃腸管の有茎
移植, あるいは完全遊離移植によって現在ほぼ目的が達成されている｡ しかしながらこれらの手術, とく
に胃腸管完全遊離移植についてはなお未解決の点が少なくなく, たとえば完全遊離移植片採取後の処理,
ことにそれを潅流して脱血する操作が必要であるか否かについてはなお意見の一致をみていない現状であ
る｡ また完全遊離移植の際には血管は再建されるが, 神経およびリンパ管は切断されたままであり, この
ことが移植片におよぼす影響, さらには移植片の採取部位などについても検討の必要がある｡
そこで, 著者は犬を用いてその大雪側より胃管を作製し,
1) へバ リンが低分子デキストランあるいは生理的食塩水で移植片を潅流し, その還流静脈血の酸素分
圧を生理学用ガス分析計で測定した｡
2) 実験犬で遊離胃管による頚部食道再建を実際に行ない, 潅流が手術成績にお よぽす影響 を検 討
した｡
3) 外来自律神経およびリンパ管の切断が遊離胃管の機能におよぼす影響について, 有茎胃管群を対照












4) 移植片の内圧曲線では, 移植後3過では有茎移植群に定型的な煽動運動を認めたが, ワゴスチグミ
ンには両群共によく反応した｡ 3カ月を経過すると両群の問に差はなくなった｡
5) 臨床例において完全遊離腸管による頚部食道再建6例を経験し, 2例に長期生存を得た｡ とくにそ














して検討したところ 32P 局所クリアランスは移植後 3 カ月までは遊離移植群に於て高値を示すが6 カ月後
になると両群で差異をみとめず, 一方移植片の内圧曲線から見た運動機能についても3カ月後には両群で
差を認めず,eserinには終始よく反応することを知り, 完全遊離移植片は代用食道としての機能を十分
に発揮し得ることを示した｡ 他方完全遊離腸管による頚部食道再建臨床例6例を経験し2例の長期生存例
を得ているが, これらの移植に際し動脈硬化例が多いため動脈吻合は器械吻合よりも手縫い吻合を考慮す
べきであると指摘した｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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